
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

（
第
九
三
一
九
号
）

一

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

第 20 号

平成 18 年

3 月14日（火曜日）

告
　
　
示

○
町
及
び
字
の
区
域
に
編
入
す
る
旨
の
届
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

一

公
平
委
員
会
の
事
務
の
受
託
の
廃
止
（
二
件
）

（

〃
　
　
）

○
平
成
元
年
香
川
県
告
示
第
千
四
十
号
（
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
地
域
の
類
型
を

あ
て
は
め
る
地
域
）
の
一
部
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
管
理
課
）

二

○
漁
船
損
害
等
補
償
法
の
規
定
に
よ
る
付
保
義
務
の
発
生
の
た
め
の
同
意
の
認
定

（
水
　
産
　
課
）

○
漁
船
損
害
等
補
償
法
の
規
定
に
よ
る
付
保
義
務
の
消
滅
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
道
路
の
供
用
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
路
保
全
課
）

○
道
路
の
区
域
変
更
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
道
路
の
区
域
変
更
及
び
供
用
開
始
（
四
件
）

（

〃
　
　
）

三
　

○
道
路
の
位
置
指
定
の
変
更
指
定
（
三
件
）

（
建
　
築
　
課
）

四

公
　
　
告

○
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
届
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
労
働
政
策
課
）

五

○
土
地
改
良
事
業
の
適
否
決
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
地
改
良
課
）

○
土
地
改
良
事
業
の
認
可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
土
地
改
良
事
業
の
同
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

六

○
土
地
改
良
区
の
清
算
人
の
退
任
の
届
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
土
地
改
良
事
業
に
係
る
換
地
処
分
の
届
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
平
成
十
八
年
香
川
県
公
告
第
百
三
十
三
号
（
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
退
任
の
届
出
）
の

一
部
訂
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

公
安
委
員
会
規
則

道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
の
報

告
（
二
件
）

八

●
香
川
県
告
示
第
百
六
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
土
地
を
当
該
上
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
に
平
成
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
編
入
す
る
旨
、

さ
ぬ
き
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

上
　
　
　
　
　
欄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

さ
ぬ
き
市
造
田
乙
井
字
西
山
田
　
　
さ
ぬ
き
市
造
田
乙
井
字
北
山
田
一
四
五
の
一
、
一
四
六
の
一
、

一
六
八
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ

る
市
有
地
の
全
部
並
び
に
字
北
山
田
一
六
八
に
隣
接
す
る
道

路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

さ
ぬ
き
市
造
田
乙
井
字
内
間
三
五
三
の
二
の
一
部
、
三
五
四

の
二
の
一
部
、
三
六
三
の
二
の
一
部
、
三
六
三
の
三
の
一
部
、

三
七
二
の
二
の
一
部
、
三
七
二
の
三
、
三
七
三
の
一
の
一
部
、

三
七
三
の
三
の
一
部
、
三
七
三
の
四
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
介
在
す
る
道
路
・
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部
並
び
に

字
内
間
三
五
三
の
二
、
三
六
四
の
三
、
三
六
四
の
四
、
三
七

一
の
二
、
三
七
二
の
二
に
隣
接
す
る
道
路
・
水
路
で
あ
る
市

有
地
の
一
部

さ
ぬ
き
市
造
田
乙
井
字
内
間
　
　
　
さ
ぬ
き
市
造
田
乙
井
字
西
山
田
二
四
二
の
二
の
地
先
の
道
路

で
あ
る
市
有
地
の
一
部
、
三
三
六
の
三
に
隣
接
す
る
水
路
で

あ
る
市
有
地
の
全
部

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
号

告

示



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

（
第
九
三
一
九
号
）

二

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
十
八
年
三
月
十
九
日
を
も
っ
て
、
仲
多
度
郡
琴
南
町
、
同
郡
満
濃
町
及
び
同
郡
仲
南
町
か
ら
委
託
を

受
け
て
い
た
公
平
委
員
会
の
事
務
の
受
託
を
廃
止
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
を
も
っ
て
、
小
豆
郡
内
海
町
、
同
郡
池
田
町
、
綾
歌
郡
綾
上
町
及
び
同
郡
綾
南

町
並
び
に
綾
南
環
境
衛
生
組
合
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
た
公
平
委
員
会
の
事
務
の
受
託
を
廃
止
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
二
号

平
成
元
年
香
川
県
告
示
第
千
四
十
号
（
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
地
域
の
類
型
を
あ
て
は
め
る

地
域
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

「
関
係
町
役
場
」
を
「
綾
川
町
住
民
生
活
課
」
に
、
「
、
綾
上
町
及
び
綾
南
町
」
を
「
及
び
綾
川
町
」

に
改
め
る
。

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
三
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
引
田
加
入
区
に
つ
い
て
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ

た
と
認
め
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
四
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
、
王
越
加
入
区
に
つ
い
て
、
平
成
十
四
年
香
川
県
告
示
第
百
四
十
二
号
に
よ
る
保
険
に
付
す
べ
き

義
務
は
、
平
成
十
八
年
三
月
十
一
日
限
り
消
滅
し
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
か
ら
同
年
四
月

四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
主
要
地
方
道
）

二
　
路
　
線
　
名
　
丸
亀
三
好
線
（
四
号
）

三
　
道
路
の
区
域

敷
地
の
幅
員
　
延
　
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

仲
多
度
郡
仲
南
町
大
字
塩
入
字
地
蔵
前
七
一
八
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
四
年

六
号
地
先
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
・
〇
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
告
示

〜
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
第
三
十
四
号

仲
多
度
郡
仲
南
町
大
字
塩
入
字
地
蔵
前
七
一
八
番
　
　
四
九
・
二
　
　
　
　
　
　
　
で
変
更
し
た

六
号
地
先
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
域

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
か
ら
同
年
四

月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
国
道
（
一
般
）

二
　
路
　
線
　
名
　
四
百
三
十
八
号



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

（
第
九
三
一
九
号
）

三

三
　
道
路
の
区
域

変
　
更
　
敷
地
の
幅
員
　
延
　
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

前
後
別
（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

八
・
〇
　
　
　
　
　
　
　
道
路
改
修
工

前
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
一
五
九
　
事
に
伴
う
現

一
一
・
六
　
　
　
　
　
　
　
道
拡
幅

一
二
・
五

後
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
一
五
九

一
四
・
四

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
併
せ
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
に
道
路
の
区
域
と
な
っ
た
道
路
の
部
分

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
か
ら
同
年
四

月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
一
般
）

二
　
路
　
線
　
名
　
穴
吹
塩
江
線
（
百
六
号
）

三
　
道
路
の
区
域

変
　
更
　
敷
地
の
幅
員
　
延
　
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

前
後
別
（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

四
・
六

前
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
二
二

五
・
五

四
・
六

後
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
二
二

一
二
・
〇

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
併
せ
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
に
道
路
の
区
域
と
な
っ
た
道
路
の
部
分

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
か
ら
同
年
四

月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
主
要
地
方
道
）

二
　
路
　
線
　
名
　
塩
江
屋
島
西
線
（
三
十
号
）

三
　
道
路
の
区
域

変
　
更
　
敷
地
の
幅
員
　
延
　
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

前
後
別
（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

三
・
七

前
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
五
三

四
・
八

三
・
七

後
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
五
三

一
〇
・
六

四
・
二

前
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
二
〇

四
・
八

七
・
八

後
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
二
〇

八
・
六

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

●
香
川
県
告
示
第
百
七
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
併
せ
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
に
道
路
の
区
域
と
な
っ
た
道
路
の
部
分

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
炭
所
西
字
塩
田

二
六
一
七
番
一
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
炭
所
西
字
塩
田

二
六
二
七
番
一
地
先
ま
で

高
松
市
塩
江
町
安
原
上
東
字
枌
谷
二
六

八
六
番
一
地
先
か
ら

高
松
市
塩
江
町
安
原
上
東
字
枌
谷
二
六

八
六
番
一
地
先
ま
で

道
路
災
害
復

旧
工
事
に
と

も
な
う
道
路

区
域
の
変
更

高
松
市
西
植
田
町
字
一
ノ
坂
七
四
二
九

番
二
〇
地
先
か
ら

高
松
市
西
植
田
町
字
一
ノ
坂
七
四
二
九

番
二
〇
地
先
ま
で

高
松
市
西
植
田
町
字
一
ノ
坂
七
四
三
三

番
七
地
先
か
ら

高
松
市
西
植
田
町
字
一
ノ
坂
七
四
三
三

番
七
地
先
ま
で

道
路
災
害
復

旧
工
事
に
伴

う
区
域
の
変

更



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

（
第
九
三
一
九
号
）

四

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
か
ら
同
年
四

月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
主
要
地
方
道
）

二
　
路
　
線
　
名
　
塩
江
屋
島
西
線
（
三
十
号
）

三
　
道
路
の
区
域

変
　
更
　
敷
地
の
幅
員
　
延
　
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

前
後
別
（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

三
・
八

前
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
二
八
五

一
七
・
九

四
・
一

後
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
二
八
五

二
一
・
八

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

●
香
川
県
告
示
第
百
八
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
併
せ
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
に
道
路
の
区
域
と
な
っ
た
道
路
の
部
分

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
か
ら
同
年
四

月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
主
要
地
方
道
）

二
　
路
　
線
　
名
　
塩
江
屋
島
西
線
（
三
十
号
）

三
　
道
路
の
区
域

変
　
更
　
敷
地
の
幅
員
　
延
　
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

前
後
別
（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

三
・
八

前
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
五
〇

五
・
八

四
・
八

後
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
五
〇

一
三
・
〇

九
・
二

前
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
二
三

一
八
・
〇

九
・
二

後
　
　
　
　
〜
　
　
　
　
　
　
二
三

二
〇
・
二

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

●
香
川
県
告
示
第
百
八
十
一
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
五
十
四
年
六
月
一
日
指
道
第
十
号
（
香
川
県
告
示
第
一
三
六
号
）
で
行
っ
た
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
指
定
番
号
　
　
　
　
　
長
土
指
道
　
第
七
号

二
　
指
定
年
月
日
　
　
　
　
平
成
十
八
年
二
月
二
十
八
日

三
　
指
定
道
路
の
位
置
　
　
東
か
が
わ
市
町
田
二
一
五
―
一
九

四
　
指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長
　
幅
員
　
五
・
五
二
メ
ー
ト
ル

延
長
　
一
八
・
六
〇
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
長
尾
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
百
八
十
二
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
五
十
四
年
六
月
一
日
指
道
第
十
号
（
香
川
県
告
示
第
一
三
六
号
）
で
行
っ
た
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次

高
松
市
西
植
田
町
字
永
惣
七
三
五
二
番

一
地
先
か
ら

高
松
市
東
植
田
町
字
東
高
三
一
二
一
番

三
七
地
先
ま
で

道
路
災
害
復

旧
工
事
に
伴

う
区
域
の
変

更

高
松
市
東
植
田
町
字
大
浴
四
二
四
四
番

四
地
先
か
ら

高
松
市
東
植
田
町
字
大
浴
四
二
四
四
番

四
地
先
ま
で

高
松
市
菅
沢
町
字
辻
峠
一
〇
四
七
番
一

地
先
か
ら

高
松
市
菅
沢
町
字
大
畑
一
〇
四
六
番
一

地
先
ま
で

道
路
災
害
復

旧
工
事
に
伴

う
区
域
の
変

更



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

（
第
九
三
一
九
号
）

五

の
よ
う
に
変
更
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
指
定
番
号
　
　
　
　
　
長
土
指
道
　
第
八
号

二
　
指
定
年
月
日
　
　
　
　
平
成
十
八
年
二
月
二
十
八
日

三
　
指
定
道
路
の
位
置
　
　
東
か
が
わ
市
町
田
二
二
八
―
一

四
　
指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長
　
幅
員
　
四
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
〜
六
・
三
四
メ
ー
ト
ル
及
び
六
・
〇

〇
メ
ー
ト
ル

延
長
　
六
三
・
七
一
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
長
尾
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
百
八
十
三
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
五
十
四
年
六
月
一
日
指
道
第
十
号
（
香
川
県
告
示
第
一
三
六
号
）
で
行
っ
た
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
指
定
番
号
　
　
　
　
　
長
土
指
道
　
第
九
号

二
　
指
定
年
月
日
　
　
　
　
平
成
十
八
年
二
月
二
十
八
日

三
　
指
定
道
路
の
位
置
　
　
木
田
郡
三
木
町
大
字
氷
上
字
南
中
川
一
九
九
二
―
一
一

四
　
指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長
　
幅
員
　
四
・
七
〇
メ
ー
ト
ル

延
長
　
二
四
・
八
四
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
長
尾
土
木
事
務
所
総
務
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
百
四
十
八
号

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
松

赤
十
字
病
院
労
働
組
合
執
行
委
員
長
奥
映
子
か
ら
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
、
平
成
十
八
年
三
月

三
日
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
事
　
件

平
成
十
八
年
春
闘
要
求
の
完
全
獲
得
を
目
的
と
す
る
本
組
合
と
そ
の
相
手
方
で
あ
る
高
松
赤
十
字
病

院
並
び
に
日
本
赤
十
字
社
に
対
す
る
争
議

二
　
日
　
時

平
成
十
八
年
三
月
十
六
日
午
前
零
時
以
降
要
求
貫
徹
に
至
る
ま
で
の
期
間

三
　
場
　
所

香
川
県
高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
三
号

高
松
赤
十
字
病
院
の
構
内
又
は
職
場

四
　
争
議
行
為
の
概
要

前
記
場
所
に
お
け
る
全
体
的
あ
る
い
は
部
分
的
、
連
続
的
あ
る
い
は
断
続
的
に
、
す
べ
て
の
業
務
の

停
止
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
と
こ
れ
に
対
す
る
妨
害
排
除
の
為
の
一
切
の
争
議
を
単
独

又
は
併
用
し
て
行
う
。

但
し
、
救
急
患
者
及
び
入
院
中
の
重
傷
患
者
の
た
め
の
保
安
の
必
要
の
あ
る
場
合
は
、
保
安
要
員
若

干
名
を
除
く
。

●
香
川
県
公
告
第
百
四
十
九
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
田
奈
良
須
両
池
土
地
改
良
区
が
土
地
改
良
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土

地
改
良
事
業
奈
良
須
池
地
区
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
三
月
一
日
適
当
と
決
定
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
高
松
市
産
業
部
土
地
改
良
課
に
お
い
て
平
成
十
八
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
四
月

十
一
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
公
告
第
百
五
十
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

公

告



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

（
第
九
三
一
九
号
）

六

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
松
市
屋
島
東
町
土
地
改
良
区
が
土
地
改
良
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土

地
改
良
事
業
長
池
地
区
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
三
月
二
日
認
可
し
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
公
告
第
百
五
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
市
町
が
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
土
地
改
良

事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
三
月
一
日
同
意
し
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

市
　
町
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
　
地
　
改
　
良
　
事
　
業
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
亀
市
　
　
　
団
体
営
た
め
池
等
整
備
事
業
池
谷
池
地
区

綾
南
町
　
　
　
団
体
営
た
め
池
等
整
備
事
業
西
谷
池
地
区

●
香
川
県
公
告
第
百
五
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
綾
歌
郡
宇
多
津
土
地
改
良
区
清
算
法
人
か
ら
清
算
人
の
退
任
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
退
任
し
た
清
算
人

清
算
人
の

氏
　
　
　
名
　
　
住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
退

任

年

月

日

種
　
　
類

清
算
人
　
　
大
喜
多
　
功
　
綾
歌
郡
宇
多
津
町
大
字
東
分
一
七
〇
〇
番
地
　
　
平
成
一
七
、
一
〇
、
一
七

〃
　
　
　
　
西
角
　
邦
夫
　
〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
一
六
二
三
番
地
一
　
〃

●
香
川
県
公
告
第
百
五
十
三
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
土

地
改
良
事
業
（
県
営
た
め
池
等
整
備
事
業
（
小
規
模
）
明
神
池
地
区
）
計
画
を
平
成
十
八
年
三
月
六
日
定

め
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
土
庄
町
農
林
水
産
課
に
お
い
て
平
成
十
八
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
四
月
十
一
日

ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
公
告
第
百
五
十
四
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
さ
ぬ
き
市
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
一
日
土
地
改
良
事
業
（
基
盤
整
備

促
進
事
業
乙
井
川
北
地
区
）
の
換
地
処
分
を
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
公
告
第
百
五
十
五
号

平
成
十
八
年
香
川
県
公
告
第
百
三
十
三
号
（
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
退
任
の
届
出
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
訂
正
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

二
中
「
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
三
二
九
七
四
番
地
」
を
「
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
三
二
九
七
番
地
」

に
改
め
る
。

道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条
　
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
小
豆
警
察
署
の
項
中
「
福
田
駐
在
所
　
大
部
駐
在
所
　
豊
島
駐
在
所
」
を
「
大
部
駐
在
所

公
安
委
員
会
規
則



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

（
第
九
三
一
九
号
）

七

豊
島
駐
在
所
　
福
田
駐
在
所
」
に
改
め
、
同
表
高
松
南
警
察
署
の
項
中
「
香
川
南
駐
在
所
」
を
「
香

川
交
番
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
三
の
一
般
国
道
三
十
二
号
の
項
中
「
仲
多
度
郡
仲
南
町
大
字
十
郷
字
買
田
中
手
五
二
四

番
一
」
を
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
買
田
字
中
手
五
二
四
番
一
」
に
改
め
、
同
表
一
般
国
道
三
百
七
十

七
号
の
項
中
「
仲
多
度
郡
仲
南
町
十
郷
買
田
五
〇
八
番
三
」
を
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
買
田
五
〇
八

番
三
」
に
改
め
、
同
表
一
般
国
道
四
百
三
十
八
号
の
項
中
「
仲
多
度
郡
満
濃
町
長
尾
一
四
七
一
番
」
を

「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
長
尾
一
四
七
一
番
」
に
改
め
、
同
表
主
要
地
方
道
（
十
三
号
）
三
木
綾
南
線

の
項
中
「
三
木
綾
南
線
」
を
「
三
木
綾
川
線
」
に
、
「
綾
歌
郡
綾
南
町
畑
田
二
二
六
七
番
一
」
を
「
綾

歌
郡
綾
川
町
畑
田
二
二
六
七
番
一
」
に
改
め
、
同
表
主
要
地
方
道
（
二
十
三
号
）
詫
間
琴
平
線
の
項
中

「
仲
多
度
郡
仲
南
町
佐
文
六
八
七
番
一
」
を
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
佐
文
六
八
七
番
一
」
に
改
め
、

同
表
一
般
県
道
（
百
九
十
七
号
）
財
田
満
濃
線
の
項
中
「
財
田
満
濃
線
」
を
「
財
田
ま
ん
の
う
線
」
に
、

「
仲
多
度
郡
満
濃
町
真
野
三
〇
番
五
」
を
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
真
野
三
〇
番
五
」
に
、
「
仲
多
度

郡
満
濃
町
長
尾
一
四
七
一
番
」
を
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
長
尾
一
四
七
一
番
」
に
改
め
、
同
表
一
般

県
道
（
二
百
号
）
満
濃
善
通
寺
線
の
項
中
「
満
濃
善
通
寺
線
」
を
「
ま
ん
の
う
善
通
寺
線
」
に
、
「
仲

多
度
郡
満
濃
町
真
野
三
〇
番
五
」
を
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
真
野
三
〇
番
五
」
に
、
「
仲
多
度
郡
満

濃
町
神
野
四
五
番
三
」
を
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
神
野
四
五
番
三
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

一
般
県
道
（
二
百
二
十
号
）

三
豊
市
三
野
町
下
高
瀬
三
一
五
三
番
七
地
先
か
ら

大
見
吉
津
仁
尾
線
　
　
　
　
　
三
豊
市
三
野
町
大
見
甲
九
二
八
番
一
地
先
ま
で

三
豊
市
三
野
町
下
高
瀬
三
一
〇
六
番
五
地
先
か
ら

三
豊
市
三
野
町
大
見
甲
九
二
八
番
一
地
先
ま
で

別
表
第
一
の
三
の
一
般
県
道
（
二
百
七
十
八
号
）
綾
歌
綾
上
綾
南
線
の
項
中
「
綾
歌
綾
上
綾
南
線
」

を
「
綾
歌
綾
川
線
」
に
、「
綾
歌
郡
綾
上
町
山
田
下
六
四
三
番
一
」
を
「
綾
歌
郡
綾
川
町
山
田
下
六
四

三
番
一
」
に
、
「
綾
歌
郡
綾
南
町
畑
田
二
二
六
七
番
一
」
を
「
綾
歌
郡
綾
川
町
畑
田
二
二
六
七
番
一
」

に
改
め
、
同
表
満
濃
町
道
塩
入
満
濃
線
の
項
を
削
り
、
同
表
多
度
津
町
道
二
号
線
の
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

ま
ん
の
う
町
道
三
田
線
　
　
　
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
神
野
四
五
番
一
三
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
神
野
四
五
番
二
一
地
先
ま
で

仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
七
箇
四
一
八
六
番
三
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
七
箇
四
一
九
八
番
一
地
先
ま
で

別
表
第
一
の
三
仲
南
町
道
三
田
線
の
項
中
「
仲
南
町
道
三
田
線
」
を
「
ま
ん
の
う
町
道
塩
入
満
濃
線
」

に
、
「
仲
多
度
郡
仲
南
町
七
箇
三
九
五
三
番
五
」
を
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
七
箇
三
九
五
三
番
一
」

に
、
「
仲
多
度
郡
仲
南
町
七
箇
四
一
九
八
番
一
」
を
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
七
箇
四
一
九
五
番
一
」

に
改
め
る
。

第
二
条
　
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
一
号
中
ロ
か
ら
ニ
ま
で
を
削
り
、
同
号
ホ
中
「
居
宅
」
を
「
介
護
保
険
法
（
平
成

九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
居
宅
（
同
項
に
規
定
す
る
居
室
を
除
く
。
ニ

に
お
い
て
「
居
宅
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
号
中
ホ
を
ロ
と
し
、
ヘ
を
ハ
と
し
、
同
号
ト
中
「
（

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
六
項
」
を
「
第
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
（
居
宅
に
お

い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
、
「
同
条
第

八
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
、
「
又
は
同
条
第
十
項
」

を
「
、
同
条
第
六
項
」
に
、
「
の
た
め
に
」
を
「
、
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
夜
間
対
応
型
訪
問
介

護
若
し
く
は
同
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
又
は
同
法
第
八
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
、
同
条
第
四

項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
看
護
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
若
し
く
は
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る

介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
居
宅
に
お
い
て
行
う
た
め
に
」
に
改
め
、
同
号
中
ト
を
ニ
と

し
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ
　
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
居

宅
介
護
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両

第
二
十
八
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
　
道
路
に
お
い
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
移
動
を
伴
う
実
験
を
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
坂
出
警
察
署
の
項
中
「
国
分
寺
南
駐
在
所
　
国
分
寺
交
番
」
を
削
り
、
同
表
綾
南
警
察
署

の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

高
松
西
警
察
署
　
　
　
　
　
国
分
寺
交
番
　
枌
所
駐
在
所
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十
八
年
三
月
十
四
日

（
第
九
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一
九
号
）

八

別
表
第
一
観
音
寺
警
察
署
の
項
中
「
仁
尾
交
番
」
を
「
仁
尾
駐
在
所
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
三
の
一
般
国
道
三
十
二
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
般
国
道
三
十
二
号
　
　
　
　
高
松
市
田
村
町
字
中
川
原
四
二
六
番
三
地
先
か
ら

丸
亀
市
綾
歌
町
大
字
岡
田
上
字
今
滝
四
一
四
番
三
地
先
ま
で

仲
多
度
郡
琴
平
町
大
字
榎
井
字
中
之
町
七
〇
一
番
二
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
買
田
字
中
手
五
二
四
番
一
地
先
ま
で

別
表
第
一
の
三
の
一
般
国
道
百
九
十
三
号
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
般
国
道
三
百
十
九
号
　
　
　
善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
字
本
村
一
二
五
二
番
二
地
先
か
ら

仲
多
度
郡
琴
平
町
榎
井
字
中
之
町
七
〇
七
番
一
地
先
ま
で

善
通
寺
市
原
田
町
字
土
居
一
四
七
三
番
三
地
先
か
ら

善
通
寺
市
与
北
町
字
京
免
三
三
四
五
番
一
地
先
ま
で

別
表
第
一
の
三
の
一
般
国
道
四
百
三
十
八
号
の
項
中
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
長
尾
一
四
七
一
番
」

を
「
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
炭
所
西
二
二
三
六
番
一
」
に
改
め
、
同
表
主
要
地
方
道
（
五
号
）
観
音
寺

池
田
線
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

主
要
地
方
道
（
六
号
）
込
野
　
観
音
寺
市
出
作
町
七
三
四
番
四
地
先
か
ら

観
音
寺
線
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
市
観
音
寺
町
甲
二
八
五
番
一
二
地
先
ま
で

別
表
第
一
の
三
主
要
地
方
道
（
二
十
三
号
）
詫
間
琴
平
線
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

主
要
地
方
道
（
二
十
四
号
）

善
通
寺
市
与
北
町
三
三
一
七
番
一
地
先
か
ら

善
通
寺
大
野
原
線
　
　
　
　
　
善
通
寺
市
上
吉
田
町
二
六
二
番
一
地
先
ま
で

別
表
第
一
の
三
主
要
地
方
道
（
三
十
五
号
）
豊
中
三
野
線
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

主
要
地
方
道
（
三
十
八
号
）

木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
二
五
一
二
番
一
〇
地
先
か
ら

三
木
牟
礼
線
　
　
　
　
　
　
　
木
田
郡
三
木
町
大
字
井
上
二
三
〇
四
番
一
地
先
ま
で

別
表
第
一
の
三
主
要
地
方
道
（
四
十
五
号
）
高
松
空
港
線
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

主
要
地
方
道
（
四
十
六
号
）

仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
長
尾
九
四
五
番
四
地
先
か
ら

長
尾
丸
亀
線
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
羽
間
一
八
四
四
番
八
地
先
ま
で

主
要
地
方
道
（
四
十
九
号
）

観
音
寺
市
観
音
寺
町
甲
一
二
三
六
番
七
地
先
か
ら

観
音
寺
善
通
寺
線
　
　
　
　
　
観
音
寺
市
観
音
寺
町
甲
二
八
五
番
一
二
地
先
ま
で

別
表
第
一
の
三
の
一
般
県
道
（
二
百
三
十
七
号
）
黒
渕
本
大
線
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
般
県
道
（
二
百
三
十
九
号
）
観
音
寺
市
観
音
寺
町
甲
四
一
二
七
番
一
地
先
か
ら

観
音
寺
港
観
音
寺
停
車
場
線
　
観
音
寺
市
観
音
寺
町
甲
一
二
三
六
番
七
地
先
ま
で
　
　
　
　
　
　

一
般
県
道
（
二
百
四
十
号
）

観
音
寺
市
柞
田
町
甲
五
四
二
番
二
地
先
か
ら

粟
井
観
音
寺
線
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
市
粟
井
町
一
一
八
二
番
一
地
先
ま
で

別
表
第
一
の
三
の
一
般
県
道
（
二
百
七
十
八
号
）
綾
歌
綾
川
線
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
般
県
道
（
二
百
八
十
二
号
）
丸
亀
市
綾
歌
町
大
字
岡
田
上
字
今
滝
四
一
四
番
三
地
先
か
ら

高
松
琴
平
線
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
琴
平
町
大
字
榎
井
字
中
之
町
七
〇
一
番
二
地
先
ま
で

別
表
第
一
の
三
多
度
津
町
道
二
号
線
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ま
ん
の
う
町
道
片
岡
南
一
号
　
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
炭
所
西
六
九
四
番
二
地
先
か
ら

線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
炭
所
西
八
〇
〇
番
一
地
先
ま
で

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
以
下
「
細
則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
高
松
南
警
察
署
の
項

の
改
正
規
定
　
平
成
十
八
年
三
月
十
五
日

二
　
第
一
条
中
細
則
別
表
第
一
の
三
の
改
正
規
定
（
次
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）

平
成
十
八
年
三
月
二
十
日

三
　
第
一
条
中
細
則
別
表
第
一
小
豆
警
察
署
の
項
並
び
に
別
表
第
一
の
三
主
要
地
方
道
（
十
三
号
）
三

木
綾
南
線
の
項
及
び
一
般
県
道
（
二
百
七
十
八
号
）
綾
歌
綾
上
綾
南
線
の
項
の
改
正
規
定
　
平
成
十

八
年
三
月
二
十
一
日

四
　
第
一
条
中
細
則
別
表
第
一
の
三
に
一
般
県
道
（
二
百
二
十
号
）
大
見
吉
津
仁
尾
線
の
項
を
加
え
る

改
正
規
定
　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日

五
　
第
二
条
の
規
定
　
平
成
十
八
年
四
月
一
日

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
六
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

選
挙
管
理
委
員
会
告
示



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

（
第
九
三
一
九
号
）

九

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
三
月
二

日
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
満
濃
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　
　

克
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
　
　
　
在
　
　
　
地

満
濃
町
農
村
婦
人
の
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
岸
上
一
一
六
番
地

満
濃
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
四
條
七
三
四
番
地
一

満
濃
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
東
高
篠
二
八
八
番
地
四

満
濃
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
一
七
八
〇
番
地
一

満
濃
町
民
体
育
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
吉
野
一
九
三
二
番
地
一

満
濃
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
岸
上
一
二
六
番
地

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
七
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
個
人
演

説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
三
月
二

日
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
琴
南
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
竹
　
　

克
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
　
　
　
在
　
　
　
地
　
　
　
　
　

川
奥
集
会
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
琴
南
町
川
東
二
七
四
八
番
地
六

中
通
児
童
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
琴
南
町
中
通
八
七
一
番
地
一

琴
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
琴
南
町
川
東
一
四
九
四
番
地
一

琴
南
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
琴
南
町
造
田
一
九
七
四
番
地
一



平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

（
第
九
三
一
九
号
）

一
〇

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/


